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福福井井県県ににおおけけるる新新型型ココロロナナウウイイルルスス検検査査状状況況  
 

坂井伸成 
 

令和 3年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部微生物部会（令和 4年 3月、書面開催） 
 
新型コロナウイルス感染症の令和 3年 1月から 12月

までの検査状況と、令和 3年度感染症流行予測調査にお
ける新型コロナウイルス感染症感受性調査の結果につい

て報告する。 
当センターにおける行政検査状況であるが、新型コロ

ナウイルス感染症の確定のための検査を 18,348件、変異
株のスクリーニング検査を 1,517件、次世代シーケンサ
ーを用いた全ゲノム解析を 238件実施した。なおこの間
に福井県内で実施した患者確定検査は 107,797件で、確
定患者数は 2,762名であった。 
流行予測調査における感受性調査については、令和 3

年 7月から 10月の期間に採取された血清（201検体）を
対象として調査した。中和抗体価の測定を「感染症流行

予測調査検査術式・新型コロナウイルス感染症

（COVID-19)」に準じて微量中和試験により行うととも
に、予防接種歴を調査した。 
収集した血清の年齢群別調査数は 0～4歳：7名、5～9

歳：16名、10～14歳：20名、15～19歳：17名、20～
29歳：28名、30～39歳：26名、40～49歳：31名、50
～59歳：39名、60歳以上：17名であった。ワクチンの
接種歴は 2回：127名、1回 27名、0回 42名、回数不
明：5名であった。0回の 42名の内訳は、接種ができな
い 12歳未満が 31名、13～19歳：7名、20～59歳：4
名、60歳以上はいなかった。ワクチンの種類について
は、ファイザー社製：150名、モデルナ社製：2名、不
明：7名であった。 
中和抗体価の測定結果であるが、160以上：14名、

80：24名、40：43名、20：33名、10：26名、5：12
名、5未満：49名であった。5未満の 49名のワクチン接
種歴は 0回が 42名、1回が 7名、2回が 0名であった。
ワクチンを 2回接種した各年齢群において、約半数が抗
体価 20以上を保有していた。年齢層が高くなるにつれ
て、保有する中和抗体価は低下する傾向がみられた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

福福井井県県のの河河川川ににおおけけるるポポリリオオキキシシエエチチレレンンアアルルキキルルエエーーテテルルのの実実態態調調査査  
 

大野木卓・川村恭平・小山幸男 
 

第 56回日本水環境学会年会（令和 4年 3月、オンライン開催） 
 
ポリオキシエチレンアルキルエーテル（以下、「AE」と

いう）は環境省により水生生物へのリスクが認められる物

質とされているが、福井県内の河川における実態はまだ把

握されていない。そこで、AEの実態を把握するため、河
川水における AE および発生源解析に用いる分子マーカ
ー（クロタミトンおよびカルバマゼピン）の LC-MS/MS
による同時分析法を検討し、河川水の調査を行った。 
流域に主に森林、水田および住宅がある県内河川水の測

定を行ったところ、AEについては、EO2～20の各同族体
の濃度は 14～113 ng/Lであった。また、分子マーカーに
ついては、クロタミトンが 5.0 ng/L、カルバマゼピンが
0.24 ng/Lで検出されており、生活排水由来の AEが流入
している可能性があると推察された。 
今後、実態調査を進め県内の状況を把握するとともに発

生源解析を行っていく。

 
 

学会発表(10) 

学会発表(11) 

－ 62 －



事    務    事    業    の    概    要   　（ 一 般 会 計 ）

事業名 事業目的

一般管理費 一般管理運営費 職員旅費 3 一般 赴任旅費

財産管理費 県有自動車管理 県有自動車の管理 63 一般 県有自動車管理

費 ( 63 )

計画調査費 原子力環境監視 原子力環境監視セ 9,030 国庫 原子力環境監視センター福井分析管理室の

センター運営事 ンター福井分析管 ( 9,030 ) 維持管理

業費 理室の維持管理

社会福祉 社会福祉推進 所長交際費 0 一般 所長交際費

総務費 事業 ( 0 )

公衆衛生 116

総務費 ( 116 )

会計年度任用職 会計年度任用職員 15 一般 会計年度任用職員労災保険料

員給与費・健福 報酬・手当等 ( 15 )
　 　 　 　

職員給与費・ 臨任労災保険料 22 一般 臨時的任用職員労災保険料

健康福祉部 ( 22 )
　 　 　 　

総務管理費・ 職員旅費 79 一般 職員旅費、講師旅費

保健予防課 講師旅費 ( 79 )
　 　 　 　

予防費 110,184

( 110,184 )

感染症予防事業 感染症流行状況把 8,950 国庫 検診・検病調査費　　　　　　 　　3,451千円

握のための定点で ( 8,950 ) 諸収入 感染症発生動向調査事業　　　　　 5,499千円

の病原体検査およ 1 感染症サーベイランス病原体検査  　74検体

び感染症拡大防止 2 感染症情報システムの運営

のための病原体検 3 届出感染症患者(疑い)発生時検査 　 46検体

査を行う 　腸管出血性大腸菌感染症         　 17検体

　脳炎                           　  7検体

　麻しん・風しん　　　           　  6検体

　つつが虫病・日本紅斑熱　　　　　　 6検体

　SFTS　　　　　　　　　　　     　  4検体

　ｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ耐性腸内細菌科細菌感染症　 3検体

                                      等

4 不明集団感染症検査　　　　      　 0検体

5 検査設備のメンテナンス

感染症流行予測 集団免疫状況を把 295 国庫 感受性検査

調査事業費 握し予防接種事業 ( 295 ) 　新型コロナウイルス           　  201検体

の効果的な運用を                                  

図るとともに疾病

の流行を予測する

新型コロナウイ 新型コロナウイル 100,939 国庫 1 新型コロナウイルス検査     　 32,208検体

ルス感染症対策 ス感染症への対策 ( 100,939 ) 2 検査機器等の整備

事業 として、検査・医   ゲノム解析用パソコン          　 1台

療体制の強化を図   核酸濃度測定装置　　         　  1台

る 　次世代シーケンサーシステム     　1式

(予算額)
事　業　実　績

　

千円

財源内訳

令　和　３　年　度　実　施　事　業
予算科目
（目）

　

執行額

　

千円
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事業名 事業目的
(予算額)

事　業　実　績財源内訳

令　和　３　年　度　実　施　事　業
予算科目
（目）

執行額

40,288

( 40,288 )

衛生環境研究セ 庁舎の維持管理 38,631 諸収入 1 施設維持管理費　　　　　　　　38,571千円

ンター運営事業 ( 38,631 ) 一般 2 調査研究等評価事業　　　　　　　  60千円
    外部評価委員会　　
　　  回　　数：1回
　  　参加者数：7人(書面審査)

3 疫学研究倫理審査委員会設置費   　  0千円
　    回　　数：0回
4 技術研修会の開催                 
　①衛生環境研究センター研修会    
　　　      2月22日(火)     　　   　 38名
　②環境担当職員基礎技術研修会
　　　      12月（個別に実施 5回）  　 7名
　③食品衛生基礎技術研修
　　　      12月10日(金)           　 14名
　④新型コロナウイルス検査員研修
　　　　　　4月～（個別に実施 6回）　 12名

研究事業 調査研究 1,657 一般 研究事業

( 1,657 )

食品衛生 11,454

指導費 ( 11,454 )

食品衛生対策 食品衛生法に基づ 11,454 一般 1 収去試験

事業 く試験検査を行い ( 11,454 ) 　　　　　　　　　　           　  285検体
行政資料を得る 2 食中毒検査

　　　　　　　　　　            　 163検体
3 遺伝子組換え食品検査          　   8検体
4 アレルギー食品検査　          　  14検体

環境衛生 3,126

指導費 ( 3,126 )

産業廃棄物最終 産業廃棄物につい 1,141 一般 1 産業廃棄物処理施設からの浸出液等の

処分場対策事業 て有害物質の溶出 ( 1,141 ) 　水質検査 　　　　             　  19検体
試験および含有量
試験を行い、行政
指導の資料を得る

水道水質管理 水道原水および浄 1,680 一般 福井県水道水質管理計画に基づく水質検査

計画推進事業 水について水質監 ( 1,680 )   12か所×1回/年　 
視を行い、行政指 　　　　　　水道原水            　  12検体
導の資料を得る   　　　　　    浄水             　 12検体

  残留農薬検査　　  　          　   6検体
  ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等検査            　  5検体
　従属栄養細菌検査               　 12検体

浴槽水のレジオ レジオネラ症防止 305 一般 浴槽水の水質検査　　             　 26検体

ネラ属菌に係る 対策の推進 ( 305 )
水質検査事業

千円

2 福井県におけるペットおよび河川水の薬剤
  耐性大腸菌の保有に関する研究 (H30～R4)

5 新型コロナウイルス感染症疑い検体におけ
　る他の呼吸器ウイルス検出状況について
　　　　　　　　　　　　　　　　(R2～R4)

衛生環境研
究センター
費

4 福井県における水環境中の医薬品類の汚染
  実態に関する研究     　　　　 (R2～R4)

1 Ａ群ロタウイルスの流行状況の解明
　　　　　　　　　　   　　　  (R元～R3)

3 へしこ中のヒスタミンに関する研究
  　　　　　　　　　   　　　  (R元～R4)
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事業名 事業目的
(予算額)

事　業　実　績財源内訳

令　和　３　年　度　実　施　事　業
予算科目
（目）

執行額

公害対策費 136,137

( 136,137 )

環境情報総合 環境情報を提供し 924 一般 データ保守管理

処理システム 環境施策の総合的 ( 924 )   回線使用料（センター ～ 県庁間）

事業 な推進を図る

「ふくいのおい 環境保全活動の普 32 一般 「ふくいのおいしい水」の水質検査

しい水」認定 及啓発を行う ( 32 )          年2回×15箇所、年1回×8箇所

事業

水質保全対策 水質汚濁防止法に 7,593 一般 1 公共用水域常時監視調査　　 　　4,612千円

事業 基づく水質汚濁の (  7,593 ) 　　  調査地点　    　              43地点

調査測定および分 　　  検体数　　                   275検体

析を実施するとと

もに、常時監視を 　 2 地下水質監視調査　　　　 　　　1,897千円

行い、県民の健康 　①概況調査

と生活環境の保全 　    調査地点    　　              24地点

を図る 　　  検体数　    　                24検体

　②継続監視調査

　    調査地点    　　              68地点

　　  検体数                       126検体

　 3 工場排水取締強化事業　 　　　　1,084千円

　　  事業所数  　               109事業所

　    検体数　  　　               119検体

大気汚染防止 大気汚染防止法に 106,829 国庫 1 大気汚染常時監視測定　　　　 102,842千円

対策事業 基づく大気汚染の (106,829 ) 一般   ①テレメータ常時監視事業

調査測定および分 　      県観測局　　                  13局 

析を実施するとと         測定項目                     9項目

もに、常時監視を

行い、県民の健康 　②大気環境測定車(みどり号)による大気

と生活環境の保全   　汚染調査

を図る 　      調査地点　    　             7地点

　③ＰＭ2.5成分調査

　      調査地点    　               2地点

　      調査回数           年4回（16日/回）

2 酸性雨監視調査事業　　　　　　　　72千円

  酸性雨モニタリング調査

　　一週間降雨調査　 　              1地点

3 アスベスト飛散防止監視事業　　  　46千円

                                     7検体

4 福井県における越境大気汚染の解明に関す

　る研究　　　　 　        　  (R元～R5)

　　　　　　　　　　　　　　　　 3,869千円

千円

千円
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事業名 事業目的
(予算額)

事　業　実　績財源内訳

令　和　３　年　度　実　施　事　業
予算科目
（目）

執行額

公害対策費 有害化学物質 有害な化学物質に 8,400 国庫 1 有害大気汚染物質監視事業　　　 1,890千円

環境汚染防止 よる環境汚染状況 (8,400 ) 一般   有害大気汚染物質調査

対策事業 の把握・モニタリ     調査地点　        　             3地点

ングおよび調査研     分析項目数　                    21項目

究を推進すること     調査回数　                   年4～12回

により、県民の生 　　　　　　　　　　　　　　（調査地点による）

活環境の保全を図 2 化学物質環境実態調査事業　　　　  73千円

る 　化学物質調査

　　調査地点       　　              4地点

　　検体数　       　　              7検体

3 化学物質対策調査研究事業 　   (R2～R5)

　福井県におけるﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙの実態

　把握と環境負荷低減技術に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　   6,437千円

騒音振動防止 騒音規制法、振動 92 一般 騒音・振動調査

対策事業 規制法に基づき騒 ( 92 ) 　①協定値遵守状況調査

音、振動の測定お           　　　　　　              12地点

よび指導を実施し

生活環境を保全す 　②市町職員等技術指導

る                                       随時

悪臭防止対策 悪臭防止法に基づ 324 一般 悪臭調査

事業 き悪臭の測定およ ( 324 ) 　協定値遵守状況調査

び指導を実施し、           　                        12地点

生活環境を保全す

る

微生物湖沼環境 湖沼内部での有機 11,943 国庫 微生物を用いた試験による湖沼環境の影響評

研究事業 汚濁物質の発生機 ( 11,943 ) 価に関する研究　     　         (R3～R6)

構を解明する   1 光合成活性測定装置の整備

  2 セルカウンターの整備

医薬総務費 医療従事職員等 研究員のＢ型肝炎 6 一般 Ｂ型肝炎抗原抗体検査

Ｂ型肝炎感染防 感染予防 ( 6 )

止対策事業 　

薬務費 61

( 61 )

許可・許可更新 医薬品の外部精度 0 一般 医薬品外部精度管理　   　　　　　    1検体

申請の調査 管理 ( 0 )

医薬品検定事務 後発医薬品の品質 61 国庫 医薬品溶出試験　                     4検体

等委託費 の確保 ( 61 )

中小企業 地域科学技術 地域の科学技術振 1,705 国庫 科学技術高度化設備事業

振興費 振興研究事業 興に役立つ研究開 ( 1,705 ) 　走査型電子顕微鏡保守管理

発

312,178

( 312,178 )

※　執行額（予算額）は事業単位で千円未満切り捨て

千円

合　計

千円
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